
設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

なし

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　　大学全体で各学期末に授業評価アンケートを行っており、本学部もそのアンケートに参加している。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　　　本学ホームページ上で公開している。

・　新入生アンケートの授業評価は各担当者に配布し、授業改善に役立てている。
・　ＦＤ講演会は毎年継続的に実施し、授業に資するものとなっている。

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　本学部では、「ヨーロッパコース」、「アジア・太平洋コース」、「アメリカコース」の３コースを設置し、それぞ
れのコースがともに「グローバル社会に対応できる幅広い教養をもって、グローバル社会で活躍できる」人材養成目的
を掲げており、その人材養成目的に相応しいＦＤ活動を実質化できるように、学部開設と同時にグローバル地域文化学
部ＦＤ委員会規程を制定し、教務主任２名を含む各コース所属教員６名によるＦＤ委員会を立ち上げた。また、本学で
は、教育の充実と発展のために学習支援・教育開発センターを設置している。さらにその下に本学部からも専任教員が
委員として参加しているＦＤ支援部会を設置して、全学的なＦＤ活動や、教員の教育内容・授業方法の改善について支
援活動を行っており、本学部との双方向の情報交換を行う体制ができている。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　本学部ＦＤ委員会は委員全員が参加して２回開催し、他に電子メールによる委員間の意見交換を行った。

　ｃ　委員会の審議事項等

・　年次計画の策定
　（１）大学主催新任教員研修会への新任教員全員の参加（４月２日開催）
　（２）本学部新入生へのアンケートの実施およびアンケート結果の本学部ＦＤ活動へのフィードバック
　（３）ＦＤ講習会の実施
　（４）教員の教育研究活動実績調査の実施
・　新入生アンケートの実施方法について

②　実施状況
　ａ　実施内容、ｂ　実施方法、ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）
　（１）大学主催新任教員研修会への新任教員全員の参加（４月２日開催）
    ・　新任教員６名全員が参加した。
　（２）本学部新入生へのアンケートの実施およびアンケート結果の本学部ＦＤ活動へのフィードバック
　　・　６月にアンケートを行い６８％の回答があった。アンケートの内容は本学部の志望動機、授業評価、学部
　　　　カリキュラムへの要望等多岐にわたっており、ＦＤ委員会で内容の分析を行った。
　（３）ＦＤ講習会の実施
　　・　１１月１３日「ＩＣＴ技術を応用した授業活性化の可能性について」を開催。約３０名が参加
　（４）教員の教育研究活動実績調査の実施
　　・　年度末にアンケート形式で調査を行い、自己点検評価に反映させるべく作業中である。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜グローバル地域文化学部　グローバル地域文化学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）
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　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（平成２６年７月１日）

　　　　含めて記入してください。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・平成２６年７月末　公表

　ｂ　公表方法

　　・学部ホームページ上に公開予定（平成２６年７月末を予定）

③　認証評価を受ける計画

　　・学部完成年度（平成２８年度）の評価報告書を第三者評価により行う予定である。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

１．入学者選抜の概要
　本学部として２回目の入学者選抜を行い、各入学試験の受験者総数は昨年以上の人数となり、志願者にも本学部の魅
力が浸透してきているものと考える。昨年度志願者がなかった自己推薦制アスリート入試にも複数名の出願があり、制
度が周知できてきたものと考える。
２．授業科目の開講状況について
　２－（１）授業科目表記載のとおり、一部授業について変更はあったが、本学部の設置目的達成のための授業科目は
昨年に続き、問題なく開講した。
３．キャリア形成支援、その他
　・　本学部の目的であるグローバルに活躍できる人材養成のために、初年度からの意識形成のために外務省人材
　　　センターから講師を招き本学部主催で「国際機関で働くために」を開催した。

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見
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